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「熱願冷諦ねつがんれいてい」（冒頭）

■ 自註


■ まえがき




　ご閲読ありがとうございます。本ファイルは深川ふかがわ夏眠なつみの掌編集『カレンダリウム』無料お試し読み部分です。書き下ろし限定公開作品を含む全編をお読みになりたい方は製品版をお買い求めください。




【電子書籍配信元】


　Kindle




　BOOK☆WALKER




　BOOTH




　403adamski［完全版］






　表紙を含め、作画にはMidjourney_V7を用いていますが、小説本体および、あとがき等は私自身の独力で綴ったものであることをお断わりしておきます。

　また、作品の内容はすべてフィクションであり、実在の人物・団体等には無関係です。




　どうぞよろしくお願いいたします。


■ 収録作品




移動式書肆しょしラジネッロ

雛と蛇

ノクタンビュール

異榻同夢いとうどうむ

桃仁とうにん

キンギョソウ

マンサニージャ

ハルピュイア

遺影

オンブロフォビア

神託

霊迎たまむかえ

パンとサーカス

聖遺物箱

ライカンスロピー

コンパニェーロ

アンティクウス

チャウダー

アヴィカルチャー

熱願冷諦ねつがんれいてい


「熱願冷諦ねつがんれいてい」（冒頭）




　昔の近未来ＳＦマンガではホースのないずんぐりした掃除機が床を自走していた。今、塵を搔き集めるのは光る眼を持った黒い円盤で、低く唸っては触角を振り回す様が地を這う虫さながらで不気味だ。息子はそいつをグレッグという愛称で呼んでいる。グレッグはわたしがこぼしたコーヒーの粉を吸い込んで充電器へ帰還した。

「ＯＫ、グレッグ。お疲れさま」

　機械仕掛けの扁平な甲虫こうちゅうは音声を認識しないはずだが、息子はそんな風にねぎらう。いつか言葉のキャッチボールが可能になると信じているかのように。

「朝っぱらからカンベンしてよパパ。お掃除ロボット﹅﹅﹅﹅﹅﹅﹅くらい一人で扱えなくて、どうするの」

　本体のスイッチを押せば動くと承知している。だが、生理的な嫌悪感が勝まさって触ることができない。

「ぼく今日は塾だからね。お洗濯たのんだよ」

　息子は黒光りするサッチェルバッグを背負って出ていった。テーブルにトーストの細片。グレッグは仮眠を取っていた。




「烏丸からすま家事代行サービスから参りました、黒渕くろふちと申します」

　細身だが強靭な筋肉を秘めていそうな折り屈みのいい青年が現れた。社用車で息子を塾へ迎えに行き、食材を買って帰ったとか。

「お夕食は坊ちゃんのリクエストで——」

「名前で呼んで。遼吾りょうごだよ」

「父の麻川匠吾しょうごです」

「改めまして、黒渕楓かえでです」

「楓さんは今の会社に入る前、極道﹅﹅の屋敷の料理長だったんだって。出入り﹅﹅﹅のすったもんだの最中に包丁を持ったまま逃げ出して、なしくずしに退職したんだよね」

「……嘘です」





＊続きは製品版でお楽しみください。




■ 自註




　あとがき 兼 自作解説は、完全版（403adamski）限定収録コンテンツです。





［奥付］タイトル、カレンダリウム【見本版】。著者、深川夏眠。Published in Japan。
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